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	  　　　新年、明けまして
おめでとうございます


会員の皆様
新年明けましておめでとうございます。本年が皆様にとって良き年となりますよう願っています。
昨年は
参議院選挙では自治労組織内議員である岸まきこさんの再選を果たすことが出来、神奈川選挙区では牧山ひろえさんの当選も実現しました。
自民・公明の与党が過半数割れとなりましたが、一方で「基本的人権を軽視」したり、「外国人を敵視」したり、「核兵器は安上がり」などと主張する勢力が伸びたことには警戒が必要です。
選挙後、自民党の金権体質に嫌気がさした「公明党」が連立政権から離脱し、約三か月の政治的空白を経て「日本維新の会」との連立で「高市政権」が誕生しました。
日本維新の会が連立にあたって「自民党に求めた十二の政策テーマ」を見ると、「憲法九条改正」「安保三文書改訂の前倒し」「原発再稼働の推進」「旧姓通称使用の法制化」等があり、この連立政権が「右寄り」に向かっていくのは明らかです。
高市政権になって、防衛費のＧＤＰ比２％の前倒し、原発の再稼働、非核三原則の見直し、武器輸出の推進等、これまでタブー視されていたものも正面突破で変えようとしています。
限られた財源の中で「防衛費増」と「社会保障費の確保」は両立しません。医療・介護などの社会保障費の削減や高齢者の負担増を許してはなりません。
　　　　　（大久保光夫）

　謹　賀　新　年

　今年もよろしくお願いします

　　会　長　　　大久保光夫
　　会長代行　　山崎公江

　　副会長　　　梁川直美
　　　　　　　　鈴木則之

　　事務局長　　松島靖宏
　　事務局次長・会計
　　　　　　　　中山政一

　　事務局次長　保坂由文

　　常任幹事　　大野和二

　　　　　　　　小嶋昌光
　　　　　　　　内海義幸
　　　　　　　　岩本晴代

　　　　　　　　和田聡子

　　会計監査　　笠井直文
　　　　　　　　

　　顧　問　　　北詰隆美

　　　　　　　　澤木紀一郎
　　　　　　　　永井碩夫
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鎌倉の古寺を訪ねる
寿福寺・浄光明寺・海蔵寺
十一月二七日
いちょう会の「大人の遠足」で、鎌倉駅西口を出発し最初に訪れたのは「寿福寺」です。寿福寺は源頼朝が没した翌年の一二〇〇年に、妻の北条政子が創建した、鎌倉五山の第三位で、本尊は釈迦如来です。鎌倉五山とは格式のある寺で、建長寺、円覚寺、寿福寺、浄智寺、浄妙寺があります。
山門をくぐり長い石畳を進むと仏殿ですが、ここは非公開。わき道を通り裏山へ登ると墓地に至ります。そこでは「やぐら」に作られた北条政子と源実朝の墓を見、併せて「大仏次郎」と「高浜虚子」の墓所を訪れました。
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　　　　（大仏次郎の墓）
　次に訪れたのは「浄光明寺」です。浄光明寺は一二五一年に六代執権北条長時が創建しました。
　収蔵庫に収められた本尊の阿弥陀三尊像は鎌倉一美しいといわれ、長い爪と土紋が特徴で、阿弥陀像でありながら宝冠をかぶっています。
　裏山の急な石段を登った先には冷泉為相の石塔がありました。

　最後に訪れた「海蔵寺」は、一二五三年に藤原仲能が創建し、本尊は薬師如来です。浄智寺から移築された薬師堂には薬師三尊像と十二神将像が祭られています。近くにある「十六の井」も見学しました。
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　　　　　（海蔵寺）
　山と～いろいろ～
　　　　　　　　岩本晴代
　
山、まだやっているの？と屡々訊かれる。今や、言われて当然の歳になり、身を案じての事と素直に感謝している。
従って同行できる仲間も減り、寂しい限りである。一人は登るのが苦しいので、下るだけの山を。もう一人は、膝が痛いので登るだけのコースを。果ては登りも下りも辛くなったので、平らな山道だけを・・！？。足腰が弱っても、いつまでも共に歩きたいと思い続けてくれるのは嬉しい。緑の中に身を置くだけで元気になれるのだから。
しかし要望に適う山捜しには苦労する。幸い県下には手頃な裏山・里山・丹沢山塊と、全てが揃っている。何処でもちょっと登るだけで、その景色は抜群である。三浦半島と伊豆の山々に囲まれた相模湾には江ノ島、大島。首都圏の向こうに筑波山。富士山の後方に南アルプス。箱根の西側尾根からは駿河湾が美しい。晴天の冬場であれば北方に日光方面の山が見える日もある。四季折々に表情を変える草木花、鳥虫達の出会いは何よりの楽しみである。
二十代のころ、一人八ヶ岳を登山中、細道で、鹿とバッタリ。長い角が目の前に。暫く立ち止まり考えた後、私が山側に一歩避けると、鹿はさっと谷側に下っていった。non-verbal communication!?

クマ出没の報道を耳にする日が増えている。入山の際は鈴と笛は必需品である。ツキノワグマは肉食でなく、人を恐れる動物。我々の存在を知らせ、不幸な出会いを避けるための計らいだが、社会構造の変化で、両者の生活圏がすっかり縮まってしまったようである。早急な対策を望むところだが、私たちの務めはクマが執着する人間の食べ物を絶対に山に残さない事である。
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　映画コーナー
　　宝島
　「宝島」というとスティーブンソンの小説や、ハリソン・フォード主演の「インディ・ジョーンズ」の宝探しを思い浮かべます。
　この映画「宝島」は米軍占領下の沖縄を舞台とし、本土復帰までの社会的事件を背景にたくましく生きた若者たちの姿が描かれています。
　映画の冒頭、米軍基地から米軍の物資を盗み出し、街の人々に分け与える若者達＝「戦果アギヤー」の基地侵入から始まります。そして米軍に見つかり、命からがら逃げ、気が付くとリーダーでコザの英雄「オン」が消えていた。
　物語を貫いているのは「何故、オンは消えたのか」「オンは何処にいるのか」。オンの友人「グスク（妻夫木聡）」、恋人の「ヤマコ（広瀬すず）」、弟の「レイ（窪田正孝）」、三人はそれぞれの立場「刑事」「教師」「ヤクザ」として「オン」の行方を追っていく。
　映画を鑑賞していて気になったのは、タイトル「宝島」の「宝」は何か？でした。

　物語は「Åサインバー」や「学校の校舎への米軍機墜落」「コザ暴動」「ハーフの花売りのウタ」「本土復帰運動」等々、当時の沖縄の様子が表現されています。
　米兵を襲撃するヤンキー狩りには「戦果アギヤー」に通ずるものを感じ、「コザ暴動」のシーンでは映画「室町無頼」の都乱入を思い起こしました。当時の沖縄の人々の心の中に蓄積された怒りが爆発したのでしょう。
　最後のシーン、私の記憶が間違いなければ、オンの葬儀の後、グスクとヤマコが海岸に座り、ヤマコが「いつになったら本当に笑えるの」と。
　「宝」とは何か。オンは戦いを離れ、偶然授かった「命」を守るために消えた。「宝」とは、身近で意外な「モノ」だった。
「命どう宝」　（大久保光夫）
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   　いちょう歌壇
　　　　昭和の戦士
                                         滝　沢　　章
京の山浮かべて垣を刈り込みぬ鞍馬と貴船・花脊の辺り   
ハンガーが久し振りねと語りきて重き衣を肩で受け止む 
ひきだしの奥に残れる綴ぢ紐に昭和の戦士の面影かさぬ    
人影が足から eq \o\ad(\s\up 11(ようよ),漸)う消えてゆく鰐の口なるエスカレーターに 
耕さず荒れし田んぼも植ゑられて空を映せば心和らぐ
テナントが的屋の如く替はりゆく吾の記憶に止まりもせず
恐ろしき真蜱がつひに箱根越ゆ野良に立つ日々不安身近に  
万博に出展までが未来なり「ひと洗濯機」身近になりぬ    
あぜ道に久しく会へば杖つきて骨折の理由われにながなが　
古古米も備蓄米にも在り付きて今年の漢字「米」とはからむ
　私たちは今
会員のお便り
宝物と呼びたいこの暮らし
瀬川三枝子（横浜市）
　朝起きたらお湯を沸かして、両
親が飲んでいた物と同じ静岡茶を入れる。私も子供の時から静岡茶を飲んで育った。お茶を入れて飲む一連の流れに心が落ち着く。今になって両親の日課をわかった気がする。
　ひと息したら朝食の準備。パン、卵とかチキンなど蛋白質の物、果物時々野菜添え、そして飲み物。食べる物は毎日同じような物だけれど、「今日はこれにしよう」と決める時にわくわくするのが嬉しい。
　移りゆく季節を風やおひさま、緑の匂いや手触りで感じ、新たな出会いや再会の喜びにつながりを実感できることに感謝。
　退職してあまりの忙しさと引き換えに手にしたものは、ささやかな事に感動できる気持ちの余裕と、やりたいと思うことをやれるチャンスをくれる時間。それはこの暮らしあればこそ。
　同じことを繰り返し、重ね続けていける日々を大切にしたいと思う。

ウォーキング
　　　　澤木紀一郎（大磯町）
　近所の大磯高麗神社を起点に、湘南平のウォーキングを楽しんでいる。
　四季の自然の中を歩くのは楽しいものである。
　そのウォーキングも、齢八十歳を越えたあたりから、距離も頻度も少なくなってきた。「今日は暑いから」とか「雨が降りそうだ」とか言い訳する自分がいる。
　最近では、湘南平まで行かず、途中で引き返すことが多くなってしまった。
　足腰の衰えは致し方ない。年に数回、救命・救急ヘリが飛来する。せめて、お世話になるのは避けたいと思う。
自治退県本部総会が
開催されました
　十月二八日に地域労働文化会館で自治退県本部総会が開催されました。
　いちょう会々長でもある大久保県本部会長が挨拶し、高市総理大臣が所信表明演説で述べた「日本維新の会との連立」「社会保障における高齢者負担の増」「原発再稼働」「防衛費の前倒し」について、その危険性を訴えました。
　総会の後には、自治退本部の相談役である川端さんを講師に、「年金」の学習会が行われました。
　いちょう会からは七人が参加しました。
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　訃　報
　　ご冥福を
お祈りいたします
　
　　　　石崎恭子さん
　　　　若生彦治さん　
　　　　白石竜一さん
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『銀杏』原稿募集中

　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。

・原稿締切は一月十五日

